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「北海道大学×もりもと」の産学協働の新スイーツ
「北大の実りチョコ＆クッキー(余市産りんご)」は、大好評につき

予定より早い2024年7月に販売終了いたします。

地域に根ざした教育・研究機関であることを目指す国立大学法人北海道大学(所在地：北海道札幌市北区北8
条西5丁目/総長：寳金 清博)と大地の恵みと生産者様とお客様をおいしさでつなぐ株式会社もりもと(本社所在
地：北海道千歳市千代田町4丁目12-1/代表取締役社長：森本真司)は、北海道大学北方生物圏フィールド科学セ
ンター生物生産研究農場 余市果樹園で作られるりんごを使用して、チョコとクッキーにりんごのコンフィ
チュールを合わせたスイーツ「北大の実り チョコ＆クッキー(余市産りんご)」を産学協働の取組みとして共同
開発し、2024年4月30日(火)より北海道大学内売店やもりもと新千歳空港店等にて新発売しました。発売から
想定以上の大きな反響をいただき、2024年7月中に販売終了になる見込みのため、お知らせいたします。

御礼とお知らせ

共同リリース
国立大学法人北海道大学
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×

当初、通年販売であることと、新千歳空港内売店や札幌駅売店、もりもと新千歳空港店で
の販売をお知らせしておりました、「北大の実り チョコ＆クッキー(余市産りんご)」は、4月
30日(火)の新発売から、大変多くの皆様にご注目いただき、連日北海道内外のお客様よりお
問合せをいただいております。想定をはるかに超える反響により、当初予定しておりました
販売期間、販売店舗を大幅に変更することになりました。

楽しみにしてくださっていたお客様にはご迷惑をおかけしまして、大変申し訳ない思いで
おります。今後、今秋に余市町の果樹園で伝統の北大りんご「紅玉(こうぎょく)」が収穫さ
れましたら、販売を再開いたします。その際は、販売店舗を増やし、より多くの皆様に伝統
のりんごをお楽しみいただけるよう、準備してまいります。それまで少々お待ちいただけま
すよう何卒よろしくお願い申し上げます。

■発売から想定をはるかに超える反響により、販売終了が6ヶ月以上早まる。

〈2024年今後の販売について〉

2024年7月末までお取り扱いのある店舗は下記のとおりです。
※売れ行きにより販売終了が早まる場合もございます。ご了承くださいませ。

・北海道大学オリジナルショップ(北海道大学 インフォメーションセンター「エルムの森」内)
・北海道大学オリジナルショップのオンラインショップ
・新千歳空港内のANA FESTA(エイエヌエーフェスタ)千歳店

もりもと新千歳空港店の様子
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〈商品概要〉
■商 品 名：北大の実り チョコ＆クッキー(余市産りんご)
■価 格：8個入 970円(税込)
■販売期間 ：2024年7月中販売終了予定
■保管温度帯：常温
■賞味期限 ：60日
■販売店舗 ：北海道大学オリジナルショップ(北海道大学 インフォメーションセンター「エルムの森」内)と

同店のオンラインショップ、ANA FESTA(エイエヌエーフェスタ)千歳店

■商品に関するお問合せ先：もりもとお客様相談センター0120-24-4181(月～金 9:00～17:00)

本リリースに関するお問合せ先

株式会社もりもと マーケティング戦略部
広報担当 島崎あかね
TEL:011-826-4181
Email:shimazaki@haskapp.co.jp

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター
企画調整室 林忠一
TEL:011-706-2588
Email:hayashi@fsc.hokudai.ac.jp

北海道余市町 余市果樹園

北海道大学北方生物圏フィールド科学センターは、2001年4月に、
農学部と理学部・水産学部に所属していた生物系の附属施設を統合
して設立された教育研究組織です。

本センターには、北海道大学の「森林ー耕地・緑地ー海域」に関係
する多くの施設やフィールドが統合されています。2012年に100周年
を迎えた余市果樹園では、りんご、なし、ぶどうの生産に関する教育
研究の他、ブルーべリーやハスカップなど北方小果樹の育種などが進
められています。

■北方生物圏フィールド科学センター生物生産研究農場余市果樹園とは

■伝統の北大りんご「紅玉(こうぎょく)」だからこそ生まれた「北大の実りチョコ＆クッキー(余市産りんご)」

北海道大学には、大学関係者にしか知られていない札幌農学校時代から栽培が始まったりんごがありました。
このりんごが栽培される余市町の果樹園は、学内外の研究活動や教育実習などに利用できる様々な果樹と環境
が整備された場所です。りんごは学外への販売が困難であったことから、北大生や教職員など関係者の間で消
費されてきましたが、近年では「北大マルシェ」などでも販売されるようになり、その存在が少しずつ知られ
るようになってきました。

余市果樹園でのりんご研究を広く伝え、大学の更なる認知拡大とファンづくりで地域活性化を目指す北海道
大学に、創業75年となる「北海道と共に生きる」もりもとが共感し、産学協働の新しいスイーツを作りました。
余市の地で引き継がれてきた伝統の「紅玉(こうぎょく)」の酸味のバランスが、おいしいスイーツを作るうえ
で重要で、もりもとはその自然な酸味がスイーツの出来を大きく左右すると考えています。
北海道観光客や地元の皆様にもお楽しみいただける、手に取っていただきやすいスイーツを開発し販売する

ことで、地域活性化につなげてまいります。

●「北大の実りチョコ＆クッキー(余市産りんご)」のこだわり●

1)北海道産りんごの「とろり」としたコンフィチュール
北海道大学 余市果樹園で栽培・収穫されたりんごを使った、澄んだ琥珀色のコンフィチュー
ル入りのチョコスイーツ。りんごのふくよかな香りをとじこめました。

2)食感のいいクッキーとチョコ
サクッと楽しい歯ごたえのある北海道産小麦のクッキーと、りんご風味のチョコが、
リフレッシュタイムに気分転換できるおいしさです。

明治から引き継ぐ伝統のりんごと、活動を広く知っていただくために、もりもとの職人が余市果樹園のりんごのおいしさを
最大限に引き出した「チョコ×クッキー×コンフィチュール」の掛け合わせでスイーツにしました。
◎本商品の売上の一部は、北海道大学の研究支援に使用されます。

※本製品に使用しているりんごのうち、北海道大学余市果樹園で栽培・収穫されたりんごを78％使用しています。
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